
ま
ち
を
き
れ
い
に―

―

明
治
時
代
の
清
潔
法

近
代
の
日
本
で
は
、
日
常
の
伝
染
病
対

策
と
し
て
は
専
ら
「
清
潔
法
」
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
清
潔
法
と
は
、
地
中
・
水
中
・

空
気
中
に
存
在
す
る
病
毒
(
微
生
物
)
が
主

に
腐
敗
物
を
糧
に
増
殖
す
る
と
い
う
考
え

の
も
と
奨
励
さ
れ
た
、
地
域
の
溝
渠
・
芥

溜
・
厠
圊
(
便
所
)
の
掃
除
と
家
屋
の
清
掃

で
す
。
清
潔
法
は
、
明
治
13
(
１
８
８
０
)
年

公
布
の
「
伝
染
病
予
防
規
則
」(
太
政
官
布

告
)
の
附
属
法
規
で
あ
る
「
伝
染
病

予
防
心
得
書
」(
内
務
省
達
)
で
伝

染
病
ご
と
の
実
施
が
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
旧
太
宰
府
町
と
水
城
村

で
も
、
明
治
末
頃
か
ら
年
２
回
、
定

期
的
に
清
潔
法
が
行
わ
れ
ま
す
が

(
「
事
務
報
告
」『
太
宰
府
市
史　

近

現
代
資
料
編
』
)
、
清
潔
法
実
施
の

主
体
と
な
っ
た
の
は
各
区
の
衛
生

組
合
で
し
た
。

衛
生
組
合
は
、
明
治
20

年
の
「
虎
列
刺
病

予
防
消
毒
心
得
書
」(
内
務
省
訓
令
)
で
全

国
的
に
そ
の
設
立
が
指
示
さ
れ
、
区
戸
長

の
監
督
の
下
「
各
町
内
毎
ニ
便
宜
」
編
成
さ

れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
土
地
の
清
潔

維
持
や
早
期
消
毒
な
ど
は
基
本
的
に
そ
の

地
区
の
「
相
互
扶
助
」
に
任
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
(
小
栗
史
朗
『
地
方
衛
生
行
政
の

創
設
過
程
』
)
。
そ
し
て
、
同
28

年
の
内
務
省

訓
令
で
清
潔
法
は
市
町
村
の
責
任
で
実
施

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
す
。
旧
太
宰
府
町

の
場
合
、
明
治
38

年
度
の
予
算
書
に
よ
る

と
、
三
条
・
連
歌
屋
・
馬
場
・
五
条
・
大
町
・

新
町
・
北
谷
・
内
山
・
松
川
・
片
ノ
谷
の

地
区
ご
と
に
町
か
ら
補
助
費
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
清
潔
法
の
施
行
と
伝
染
病
患
者

発
生
の
際
に
は
特
別
補
助
が
出
さ
れ
ま
し

た
が
(
『
太
宰
府
町
々
会
議
事
録
』
)
、
そ
れ

も
含
め
た
各
区
の
補
助
費
の
平
均
は
６
円

程
度
で
し
た
。

ま
た
、
国
で
は
早
く
か
ら
、
環

境
保
持
の
た
め
に
は
ご
み
処
理

も
重
要
な
対
策
の
一
つ
と
し
て

考
え
て
お
り
、
明
治
33

年
に
廃
棄

物
に
関
す
る
法
律
「
汚
物
掃
除

法
」
が
成
立
し
ま
す
。
旧
太
宰
府

町
で
は
、
明
治
38

年
度
に
「
塵
芥

焼
却
場
」
４
カ
所
(
大
町
・
新
町
・

連
歌
屋
・
馬
場
)
の
設
置
予
算
が

組
ま
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
借
地
に
柵
囲
い

を
施
し
た
だ
け
の
設
備
だ
っ
た
よ
う
で
、

町
場
で
出
さ
れ
る
ご
み
を
集
積
し
て
野
焼

き
に
し
た
も
の
か
と
想
像
さ
れ
、
当
時
、
一

部
の
自
治
体
で
導
入
さ
れ
た
、
レ
ン
ガ
造

り
の
焼
却
炉
を
持
つ
先
進
的
な
施
設
と
は

趣
を
異
に
し
た
よ
う
で
す
。
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こ
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